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憲法記念日の５月３日、有明防災公園で憲法集会が開かれました。

壇上に勢ぞろいした４野党党首とともに、「憲法守れ」などのプラカー

ドを掲げて「安倍政権はただちに退陣」「戦争法はいますぐ廃止」とコー

ルを響かせました。



ただいま紹介をいただきました「戦争をさせ

ない１０００人委員会」の福山でございます。

会場いっぱいの人の波です。安倍政権を絶対許

さない！そういう思いがひしひしと伝わってき

ます。本日の参加者は５万人だそうです。（大

きな拍手）。昨年は３万７千人でした。安倍政

権を許さないという怒りが、５万人に拡大して

います（大きな拍手）。

しかし、ご案内のように、立憲主義・民主主

義・憲法を破壊しながら戦争する国、軍事大国

へのアベの暴走は止まっていません。戦後最大

の平和と民主主義の危機だと思います。しかし、

これ以上、アベの暴走を許すわけにはいきませ

ん。今日、私たちは集会のスローガンに、アベに未来は決めさせない、未来をあしたを決めるの

は私たちだ、これを確認したんですよね。全国からたたかいの輪が確実に広がっています。こう

した立場から４点ほど提起をします。

１点目です。私たちは戦争法の廃止を求める統一署名運動を始めました。そして現在、１２０

０万を突破いたしました（大きな拍手）。１２００万です。すばらしいことです。この署名には

目の不自由な方々の点字の署名もあります。９９歳で４人の兄弟が戦争で亡くなった方の署名も

あります。また、１軒１軒個別訪問をしながら集めた署名もあります。街頭で集めた署名もあり

ます。すべての皆さんの努力の結集です。本当にありがとうございます。５月１９日に政府と衆

議院・参議院、野党に提出する予定です。署名は今もどんどん集まっています。６月末まで署名

を継続します。２０００万めざして、まだがんばりましょう！（大きな拍手）

２点目は、私たちは引き続いて第３火曜日の街頭宣伝行動と１９日の行動を行います。ぜひ結

集をして下さい。

そして３点目です。３点目は６月に国会前で、明日を決めるのは私たち、政治を変えよう全国

総がかり大行動を計画しています。今年の６月５日です。昨年は、１０万を超える人たちが集ま

りました。今年はそれを上回る人たちで安倍政権を揺さぶりたいと思います。そして追いつめて

退陣に追い込みたいと思います。

そして４点目です。７月の中旬に行われる参議院選挙です。今日も野党４党の代表が来てくれ

ました。本当に嬉しいことです。自公政権を選挙で倒すには、野党が共闘するしかありません。

共闘しなかったら勝てないんです。明白な事実であります。野党共闘は全力で頑張ると言ってい

ます。とりわけ参議院に１人区では２０区を超えて野党共闘が成立をしています。野党共闘を柱

にしながら、市民が、市民団体が、平和団体が、共同団体が、総がかり行動実行委員会が、アベ

の暴走を止めるすべての人々が頑張れば安倍政権を打倒できます。

私たちは、この１年２年、安倍政権にないがしろにされてきました。しかし、もう許せません。

世論も市民も怒りが充満しています。誰が戦争法を支持しているんですか！？ 誰が辺野古への

基地建設を、誰が原発再稼働を、誰が貧困と格差を生み出すアベノミクスを、誰がＴＰＰを、誰

が消費税を、誰が憲法改悪を、支持しているんですか！？ そんなもの少数派です。世論は、市

民は、私たちは、もう安倍政権にうんざりしています。次の参議院選挙で、衆議院選挙で、平和

を守ろう！民主主義を守ろう！ 憲法を守ろう！ こうした勢力が多数派になれる可能性は確実

に近づいています。現実のものにするのは、今日お集まりのみなさんが，全国各地で自分の地域

で職場から頑張ることだと思います。そういう決意を固める５．３集会にしたいと思います。

みなさん、がんばりましょう！ ありがとうございました（大きな拍手）。
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安保法制（戦争法）の廃止をめざす印西の会は、憲法記念日の５月３日、７月に実施される選

挙の予定候補者に向け、「日本国憲法と安保法制（戦争法）に関するアンケート」の取り組みを

開始しました。日本国憲法、安保法制（戦争法）、安倍改憲の３点について、予定候補者の考え・

公約・政策を聞いています。
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２０１６年５月３日
予定候補者 各位

安保法制（戦争法）の廃止をめざす
印西の会

日本国憲法と安保法制（戦争法）に関するアンケート

私たちは安保法制（戦争法）の廃止をめざす市民団体です。
安倍政権は、これまでの政府の憲法解釈を１８０度変更し、海外で武力行使を可能とする安保

法制（戦争法）を昨年９月１９日に強行しました。さらに安倍政権は、解釈改憲に続き、憲法９
条改定を標的とする明文改憲をめざすことを公言しています。

国政でも地方政治でも、憲法を蹂躙し、ないがしろにする政治が進められ、国民・市民の平和
的生存権が深刻に脅かされています。

そこで、当会では、７月に実施される選挙の予定候補者のみなさまに、日本国憲法と安保法制
（戦争法）に関するアンケートをお願いすることに致しました。

ご多用中とは存じますが、本アンケートにご協力いただきたく、よろしくお願い申し上げます。

【設問１】当選された暁には、日本国憲法を守り、くらしと政治にいかしていくことが求められ
ると思いますが、どうお考えですか？

○ そう考える ○ そうは考えない ○ どちらとも言えない

【設問２】違憲立法である安保法制（戦争法）は一日も早く廃止すべきと思いますが、どうお考
えですか？
○ そう考える ○ そうは考えない ○ どちらとも言えない

【設問３】安倍首相が在任中に成し遂げたいとしている明文改憲（自民党改憲案）について、ど
うお考えですか？

○ 賛成 ○ 反対 ○ どちらとも言えない

お名前 ；
ご住所 ；
電話番号；

お手数ですが、２０１６年５月１７日までに下記宛ご回答ください。
270-1323 印西市木下東4-6-13 安保法制（戦争法）の廃止をめざす印西の会 廣瀬邦治 宛
TEL/FAX 0476-42-5034 携帯 090-1706-2572 メール k_hirose839@ybb.ne.jp

なお、本アンケートの結果は、ニュース等により報告させていただきます。
以上

理由・公約・政策等；

理由・公約・政策等；

理由・公約・政策等；



●戦前の考えに逆戻り
「国家のための国民」へ

現憲法が最も大切にしている価値は、

「国民一人ひとりの個人を大切にする。そ

のために国家はある」ということです。自

民党改憲案の最大の問題は、現憲法の価値

を根本から変え、戦前の価値に逆戻りさせ

るものです。国民一人ひとりの幸せのため

でなく、国家のための憲法だというのです。

●９条改定 国防軍を創設
制約のない武力行使を可能に

自民党改憲案の最大のねらいは９条の改

定です。「戦力を持たない」「交戦権を認

めない」と定めた９条２項を削除、「国防

軍」を創設します。これにより、自衛隊は

海外での武力行使が何の制約もなくできる

ようになります。「海外で戦争する国」づ

くりの完成を狙うものです。

●緊急事態条項
事実上の「戒厳令」に

「緊急事態」と政府が判断すれば、法律

と同じ効力がある政令を制定できると規定。

国などが出す「指示」への服従義務まで国

民に課しています。自民党の「憲法改正草

案Ｑ＆Ａ」は、基本的人権の制限を当然視

しています。事実上の「戒厳令」を可能に

するものです。

●基本的人権を制限
憲法が国民を縛る道具に

国民一人ひとりの個人の幸せを守るため

に権力を縛る。これが憲法の役割であり、

立憲主義の考え方です。しかし自民党改憲

案では、国民の権利を守るために権力を縛

るのではなく、逆に憲法で国民を縛るもの

になっているのです。
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参議院選挙まであと２ヶ月、安倍首相は、自民、公明、おおさか維新の改憲派で３分の２

の議席をめざすことを公言しています。安倍改憲を許すのか、戦争法を廃止するのか。参院

選の大争点になっています。安倍首相が執念を燃やす自民党改憲案とは？

＜ 自民党憲法改正草案 学習会 ＞
▼日時； ５月２２日（日）午後２時～４時３０分
▼場所； 中央駅前地域交流館 １号館 会議室１
▼講師； 萩原得誉弁護士（東葛総合法律事務所）
▼参加費；３００円
▼主催； 印西市平和委員会（問合せ 090-5825-2691 神沢）


